
No.1406 平成26（2014）年6月上旬号10
本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

有
料
広
告
掲
載
欄

○防犯活動を行うきっかけ
平成16年ごろの川島地区は空き巣、車上狙いなどが頻

繁に発生していて、何か対策を打たなければいけない待
ったなしの状態でした。地域としても何かしなければい
けないということで、当時、私を含め、退職後の第二の
人生を迎えた数名で行動を起こすことになりました。何
をやったらいいかわからない中で、まず最初に地域内を
歩くことから始めました。歩き続けているうちに、歩い
ている間の視点が変わってきました。例えば、いつもと
違う車が止まっていないか、茂みに人影はないかなど、
さまざまなことを注意して見るようになりました。

○地道に歩くことを続けてきました
こういったパトロールは地域住民自らが長く続けてい

くことが大事と考え、パトロールの頻度や時間帯を無理
のないものにして、生活のリズムの中に入れるようにし
ました。現在では週２回１時間程行っています。
パトロールというと気負ってしまい、家の敷地内の確

認や通行人に聞き取りなどをしなければと考えがちです
が、警察ではありませんので、そのような権限はありま
せん。私たちのパトロールはすぐに結果が見えるもので
はないので、住民の
皆さんに私たちの活
動が認知されるまで
は、パトロールをす
る意味があるのか悩
んだこともありまし
た。
しかし、「自分たち

のまちは自分たちで守ろう」という思いのもと、地道に
地域内をみんなで歩き続けてきました。

○10年やり続けた結果
今日まで10年やり続けた結果、地域内の大きな犯罪は

減り、私たちのやってきたことが犯罪の抑止につながっ
ていると感じています。私たちのパトロールは、パトロ
ールを行っている姿が目に付くことが重要だと改めて認
識しました。また、最近では住民の皆さんにも私たちの
活動が認知され、パトロール中に感謝の言葉をいただい
たり、小学生からも声を掛けられたりして、励みになっ
ています。

○地域にお返しをしたい
パトロールを行っている人た

ちが高齢化しているので、活動
の後継者不足が課題です。
この課題への取り組みも含め

て、今後も地域に住んでいる者
として地域にお返しをしたいと
いう思いで、地道に活動を続け
ていきます。そして、この活動
が市全体に広がればと願ってい
ます。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：６月11日〜７月10日 ９：00・19：30

パトロールの様子

地域の防犯活動に長い間、地道に取り組んできた、
川島地区防犯協議会の会長である森田信重さんにお話
を聞きました。

森田信重さん
もり た のぶ しげ
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